
１

次の各問に答えよ。ただし、答えは結果のみを解答欄に記入せよ。

　 ， のとき，次の連立方程式を解け。

　　　　　　

　 は自然数で とする。

　 と の間にあり， を分母とする全ての有理数のうち，

　　　整数ではないものの個数を求めよ。

　 と の間にあり， を分母とする全ての有理数のうち，

　　　整数ではないものの総和を求めよ。

　 つのさいころを何回か投げて，出た目の数の和が 以上に

　　なったらそこで投げることを終了する。

　 回目で終了する確率を求めよ。

　 回目で終了する確率を求めよ。

　投げる回数の期待値を求めよ。

答　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

解説

　
…①

…②
　　

①②より

　

　　　

　　　

より

① より、

と と より、 ゆえ

　 を自然数とする。 と の間の分母が の既約分数は

　　　　 　の 個である。

　 から までの分数の個数は　 個である。

　

求める和は

　

　　　　　　

　

　 回目で か か がでればよいので、

　 回目でちょうど終了するのは以下の 通り。

回目 回目 回目

以上

以上

以上

よって、 ･ ･ ･

　 回目でちょうど終了するのは 回目から 回目まで で、 回目は

どの目がでても

よいので、 ･

･ ･ ･ ･

備考 　 年センター試験とほぼ同様の問題でした。

２

三角形 は を満たしている。

また、点 は正の数 により を満たすように

定められているとし，直線 と直線 の交点を とする。

次の各問に答えよ。

　比 を を用いて表せ。

　 と が垂直のとき， の値を求めよ。

　 は で求めた数とする。また、点 を正の数 により

　　 を満たすように定める。点 が三角形 の

　　外接円の周上にあるとき の値を求めよ。

答　 　 　 　 　 　

解説

　 から

　

　すなわち　

　 であるから　

　点 は直線 上にあるから　

　 ･ とおける．

　 は 上なので、 ゆえ、

　ゆえに　 ･

　よって　 ： ：

　 と から　 ･

　ゆえに　 ･

　ここで， ， ， ･

　であるから

　 ･ ･ 　ゆえに　

　 ･

　　　　

　ゆえに 　 ， より ： ： であるから

　 ， ゆえに，三平方の定理から

　　　

　方べきの定理により　 ･ ･ であるから

　　　 ･ ･

　ゆえに　 　

備考　 年鹿児島大学と数字が違うだけの問題でした。
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３

次の各問に答えよ。ただし、答えは結果のみを解答欄に記入せよ。

　半径 の球が つ接している。この つの球のいずれにも接する

　ように半径 の球を 個おき、しかも 個の球がすべて両端とも

　接するようにしたい。このような の値を求めよ。

　不等式 が成立するような整数 の最小値を求めよ。

　ただし、 とする。

　座標空間において行列 で表される１次変換が

　与えられている。この変換によって自分自身にうつる直線を

　すべて求めよ。

答　 　 　 　 　 　

解説

　半径 の球の中心を と とする。求める球の半径を とし

　その１つ球の中心を とする。 から に下ろした垂線の

　足を とする。

， に注意して三平方の定理より、

　

また、 個の球は を中心とする半径 の球に接している。

右上図のように、 を定めると、 であり、

となる。

･ ･ 　であり、

両辺を二乗すると となり、 でわると

　ゆえ、

　 常用対数をとると、

…

従って、整数 の最小値は

　 は定数の形の直線の方向ベクトルは であり、

　 これから の形の直線は不適。

上の点を とする。この像は

　

この点が 上にあれば良いので、

が任意の に対して成り立てば良いので、
…①

…②

①より、 ゆえ、

イ の時、②より

ロ の時、②より

以上より、 と

４

次の各問に答えよ。ただし、答えは結果のみを解答欄に記入せよ。

　 の値を求めよ。

　 を求めよ。

　次の問に答えよ。

　２つの放物線 および によって囲まれる部分の

　　　面積 を求めよ。ただし， は正の定数とする。

　次の４つの不等式 を同時に

　　　満たす点 の存在する領域の面積 を求めよ。ただし，

　　　 は を満たす定数とする。

　 の を最大にする定数 の値を求めよ。

答　 　 　 　

　 　 　 　 　

解説

　 …①

　 …②

　 … ③

②＋③ より、 ゆえ、

①＝

　

･

･

　
…①

…②
　　

①を②に代入すると

よって、交点の 座標は となる。 とおく。

は左上図の塗られている部分である。

＝

と が囲む部分 と が囲む部分

と が囲む部分 と が囲む部分

･ ･ ･ ･

　相加相乗平均の不等式より、

･

等号成立条件は より、 であり、 より

従って、 の最大値は であり、その時の の値は である。

【講評】

期と形式出題分野も同一である。

ただし、 期よりも計算量は多く、難易度もやや上がっている。

試験時間を考えると、問題量の多さに受験生は苦しめられたと思う。

解ける問題を選ぶという作業も必要であったと思われる。

時間問題量を考えると、正規合格ラインは 期より下がり６５％程度と

思われる。
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